
広報すみた  平成21年7月25日（１０）
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▽
特
徴

①
明
治
か
ら
大
正
期
の
原
料

地
を
中
心
と
し
て
建
設
さ
れ

た
日
本
の
山
地
型
高
炉
製
鉄

所
で
あ
る
。

②
江
刺
鉄
山
の
磁
鉄
鉱
を
原

料
と
し
現
地
の
豊
富
な
木
材

第１高炉跡地で講師の話を聞く受講生
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▽
操
業

　

明
治　

年
〜
大
正
９
年
ま

14

で
（　

年
間
）

40

栗木鉄山第２高炉付近
（明治４１年１２月）

　

６
月　

日
、
気
仙
地
区
の

30

教
育
振
興
運
動
推
進
研
修
会

が
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
（
大
船

渡
市
）
で
行
わ
れ
、
小
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
連
携
窓
口

教
員
（
各
小
中
学
校
に
１
名

配
置
）・
教
育
振
興
運
動
事
務

局
関
係
者
な
ど
約
１
２
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

研
修
会
で
は
、
２
市
１
町

　

６
月　

日
、
す
み
た
歴
史

27

文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
、
受

講
生
ら
８
人
が
参
加
。
本
町

文
化
財
調
査
委
員
の
紺
野
孝

氏
を
講
師
に
、
県
指
定
史
跡

で
あ
る
栗
木
鉄
山
跡
地
（
世

田
米
字
子
飼
沢
）
を
実
際
に

見
学
し
な
が
ら
、
栗
木
鉄
山

の
歴
史
や
当
時
の
様
子
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
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を
燃
料
と
し
て
多
く
の
銑
鉄

を
生
産
し
た
。

③
最
盛
期
の
従
業
員
数
は
５

０
０
人
以
上
で
、
製
鉄
村
に

は
、
道
路
・
水
路
・
石
垣
が

整
然
と
整
備
さ
れ
、
住
宅
の

ほ
か
学
校
や
郵
便
局
な
ど
も

あ
っ
た
。

よ
り「
学
校
と
地
域
の
連
携
」

に
よ
る
実
践
事
例
の
発
表
が

行
わ
れ
、
本
町
か
ら
は
「
世

田
米
地
区
あ
い
さ
つ
運
動
」

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
会
で
は
、
岩

手
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

副
会
長
の
佐
々
木
初
朗
先
生

よ
り
、「
こ
れ
か
ら
の
教
育
振

興
運
動
」
に
つ
い
て
家
庭
学

習
や
家
庭
読
書
が
定
着
し
て

い
る
秋
田
県
の
事
例
も
交
え

な
が
ら
お
話
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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牛
舎
に
入
っ
た
と
た
ん
「
く
さ
い
、
こ
わ
い
」
と
言
っ

て
い
た
の
に
、
見
学
し
て
い
く
う
ち
に
「
か
わ
い
い
、

ミ
ル
ク
お
い
し
い
」
に
か
わ
っ
た
よ
。
消
防
署
の
お
兄

さ
ん
は
、
か
っ
こ
い
い
ぼ
く
ら
の
ヒ
ー
ロ
ー
だ
ね
。

�������	�
����
��
　

背
中
に
つ
け
ら
れ
た
カ
ー
ド
が
何
の
動
物
か
を
当
て

る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
し
た
よ
。
初
め
て
や
っ
た
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
づ
く
り
で
は
、
か
わ
い
い
動
物
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
た
よ
。
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（１１）平成21年7月25日　広報すみた
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教
育
委
員
会  
生
涯
学
習
係

　
　
�
　

‐
３
８
６
３

46

　
　
　
　
　
　

（
内
線
４
１
５
）
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①
書
名
②
著
者
名
③
内
容
紹
介

①�
�
�
�
�
�

②
シ
ビ
ル
・
ウ
ェ
ッ
タ
シ
ン
ハ

③
ス
リ
ラ
ン
カ
の
小
さ
な
村

に
住
む
お
じ
さ
ん
。
町
で
生

ま
れ
て
初
め
て
目
に
し
た

「
か
さ
」を
買
っ
て
き
た
。
何

度
買
っ
て
も
す
ぐ
に
盗
ま
れ

る
。
は
た
し
て
犯
人
は
…

①�
�
�
�
�
�

②
加
藤
一

③
自
動
車
、
バ
ス
、
バ
イ
ク

に
自
転
車
…
乗
り
物
に
ち
な

ん
だ
怖
い
話
が
た
く
さ
ん
詰

め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
夏
は

や
っ
ぱ
り
、
こ
れ
！

①�
�
�
�
�
�
�	

②
有
川
浩

③
還
暦
を
迎
え
た
３
人
の

「
お
っ
さ
ん
」た
ち
が
私
設
自

警
団
を
結
成
。
カ
ツ
ア
ゲ
、

痴
漢
、
詐
欺
…
町
内
の
「
悪
」

を
斬
る
！

　

木
工
団
地
に
着
い
て
、
ま

ず
思
っ
た
の
が
、
加
工
さ
れ

た
木
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ

と
で
す
。

　

僕
達
が
暮
ら
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
山
の
中
で
、
い
つ
も

木
は
見
て
い
ま
す
が
、
い
つ

も
見
て
い
る
状
態
と
は
違
う

木
で
し
た
。

　

そ
の
違
う
状
態
の
木
に
な

る
ま
で
、
す
ご
く
い
ろ
い
ろ

手
間
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　

一
番
印
象
的
だ
っ
た
の
が

「
フ
ィ
ン
ガ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
」

で
す
。

　

木
を
縦
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、

い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

集
成
材
に
な
る
ま
で
す
ご

い
技
術
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　

高
田
の
工
場
で
は
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
立
体
的

な
技
術
に
す
ご
く
興
味
深

か
っ
た
で
す
。

　

住
田
町
が
林
業
で
日
本
一

を
目
指
す
た
め
に
、「
Ｆ
Ｓ
Ｃ

森
林
認
証
」
を
全
国
の
人
達

▽
日
時

　

８
月　

日
（
火
）

11

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所

　

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
２
階

▽
内
容

　
「
山
古
志
村
の
マ
リ
と

　
　
　
　
　
  
三
匹
の
子
犬
」

▽
入
場
料

　

無
料
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有
住
中
３
年

　
　
　
　

佐
々
木
俊
洋
さ
ん

木材の加工技術を学ぶ生徒たち
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今年度から募集部門・賞の設置・作品基準（審査基準）が変わります。
○募集部門と賞の設置について…

○応募方法
各家庭（学校）で制作した作品を学校に提出
（出品個票は各学校で準備）
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に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

（
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
）

　　　　  賞の設置（審査対象）　  各　部　門

【最優秀賞】
①～⑨部門
の全ての優
秀賞の中か
ら、特に得
票の多かっ
た作品１点
程度

 優秀賞（出品作品の１割程度）

①小学１年生の部
　
　
　

個　
　
　
　
　
　
 
人

②小学２年生の部

③小学３年生の部

④小学４年生の部

⑤小学５年生の部

⑥小学６年生の部

⑦中学１年生の部

⑧中学２年生の部

⑨中学３年生の部

○作品基準（審査基準）
ア . 題材は自由とする。
イ . 木材及び林産物を材料とし
て利用・加工した木工工作作品
（例：スギ皮、ススキ、焼き板、
木の実などの自然物は可。プラ
スチック、ガラス、塗料などの
人工物や装飾品を加えることは
不可）
ウ . 基本的に上記の材料のみを
利用した作品とするが、組立て
や接続のために釘や接着剤、針
金などの使用は可（彩色は不可）
エ .�������	
��

�������	
��
��
�������	
��
��
������

�������	
��
�����������������

�������	
�����	
���


